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■
は
じ
め
に 

  

加
藤
貞
泰
公
は
加
藤
光
泰
の
嫡
男
と
し
て
天
正
八
年
に
生
ま
れ
る
。

父
光
泰
が
甲
斐
国
二
四
万
石
の
と
き
朝
鮮
で
死
去
し
た
後
は
、
美
濃
国

黒
野
城
主
四
万
石
、
伯
耆
国
米
子
城
主
六
万
石
、
伊
予
国
大
洲
城
主
六

万
石
へ
と
転
封
、
豊
臣･

德
川
両
政
権
下
を
生
き
抜
い
た
大
名
で
あ
る
。 

加
藤
貞
泰
公
の
生
誕
地
に
つ
い
て
は
、
加
藤
家
の
家
史
に
は
近
江
国

磯
野
村
と
記
さ
れ
て
お
り
、
今
日
ま
で
磯
野
村
が
生
誕
地
と
し
て
定
説

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
平
成
二
六
年
（
２
０
１
４
）
、
研
究
会
員
の
座
馬
秀
明
氏
が

高
野
山
の
伊
予
大
洲
加
藤
家
墓
所
を
訪
れ
た
と
き
、
貞
泰
公
の
五
輪
塔

に
殆
ど
読
め
な
い
が
「
生
國
濃
州
岐
阜
橋
詰
」
の
刻
銘
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
。 

造
立
者
は
、
貞
泰
公
の
嫡
男
の
五
郎
八
・
大
洲
藩
主
泰
興
公
で
、
貞

泰
の
家
督
を
相
続
し
て
父
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
た
墓
で
あ
る
。 

こ
の
刻
銘
発
見
は
、
加
藤
家
の
系
譜
上
の
新
発
見
で
あ
り
、
大
変
驚

い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
正
確
性
を
確
認
す
る
為
の
調
査
が
必
要
で

あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、貞
泰
公
の
生
誕
地
に
つ
い
て
、文
献
調
査
な
ど
を
含
め
、

高
野
山
に
て
五
輪
塔
の
刻
銘
文
字
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
報
告
書
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。 
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一
、
貞
泰
公
生
誕
地
の
史
料 

  

（
一
）
近
江
磯
野
村
説 

 

加
藤
貞
泰
の
生
誕
地
は
、加
藤
家
の
家
史「
北
藤
録
」、「
大
洲
秘
録
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
北
藤
録
」
は
、
伊
予
史
談
会
双
書
の
第
六
集
、
大
洲
藩
主
加
藤
氏

の
家
史
で
あ
る
。
第
六
代
藩
主
加
藤
泰
衑
（
や
す
み
ち
）

が
家
史
の
編
集

を
念
願
し
、
桃
井
尚
斉
に
命
じ
、
各
地
の
膨
大
な
史
料
を
収
集
・
研
究

さ
せ
る
こ
と
十
五
年
に
し
て
、
宝
暦
九
年
（
１
７
５
９
）

に
編
集
を
完
了

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
生
記
述
箇
所
を
抜
萃
し
て
み
ま
し
た
。 

 

そ
の
１ 

「
北
藤
録
」
巻
之
九 

貞
泰
之
伝
（
６
０
頁
） 

一 

加
藤
左
近
大
夫
貞
泰
ハ
遠
江
守
光
泰
ノ
嫡
男
ナ
リ
、
幼
名
作
十

郎
、
初
ノ
諱
光
長
ト
イ
フ
。
従
五
位
下
ニ
叙
シ
、
左
衛
門
尉
ニ
任
シ
、

其
後
改
メ
テ
左
近
大
夫
将
監
ニ
任
セ
ラ
ル
。 

一 

天
正
八
年
庚
辰
（
１
５
８
０
）

江
州
磯
野
村
二
生
ル
。
母
ハ
一
柳

藤
兵
衛
女
」
ナ
リ
、
室
ハ
但
馬
出
石
ノ
城
主
小
出
播
磨
守
吉
政
女
ナ

リ 

法
号 

法
眼
院
殿
亮
悟
日
俊
大
姉
、
寛
永
十
三
年
丙
子
（
１
６
３
６
）
六

月
十
四
日
卒
ス
。
武
州
本
所
日
蓮
宗
寂
教
寺
ニ
葬
ル
。 

 

そ
の
２ 「

北
藤
録
」
巻
之
十
八 

（
２
３
３
頁
） 

加
藤
世
系
（
坤
） 

 

加
藤
豊
後
守
重
光 

加
賀
守
吉
信
男 

二
十
一
代
之
裔
孫
権
兵

衛
景
泰
之
嫡
男
。 

女
子 

右
近
（
濃
州
今
泉
橋
詰
人
、
姓
氏
・
諱
不
レ
伝
）
室
。
母
姓
氏 

 
 
 
 

不
レ
伝 

光
泰 

作
内
・
従
五
位
下
、
遠
江
守
、
初
諱
景
教 

 
 

母
同
上
。
室
一
柳
藤
兵
衛
女
、
甲
斐
国
主
。
天
文
六
年

丁
酉
（
１
５
３
７
）
ニ

干
濃
州
橋
詰
庄
。･･････ 

 

女
子 

加
藤
信
濃
守
光
吉
室 

女
子 

竹
中
丹
後
守
重
門
室 

女
子 

後
に
石
河
備
後
守
光
遠
室 

女
子  

村
上
太
郎
兵
庫
室 

 

女
子 

冷
泉
中
納
言
室 

貞
泰 

作
十
郎
、
従
五
位
下
左
衛
門
尉
、
後
改
任
ニ
左
近
大
夫
将
監
。 

室
小
出
播
磨
守
藤
原
女
、
天
正
八
年
庚
辰
（
１
５
８
０
）
生
ニ

干
江
州
磯
野
村
。･･････ 

 
そ
の
３ 

他
に
江
州
磯
野
村
生
ま
れ
の
記
述
は
、「
大
洲
秘
録
」
の
「
加
藤
光

泰
貞
泰
軍
功
記
」
や
、
寛
政
五
年
（
１
７
９
３
）
～
文
政
二
年
（
１
８
１
９
）
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に
刊
行
の
「
群
書
類
従
」
、「
続
々
群
書
類
従
」（
史
伝
部
）
に
採
録
さ

れ
て
い
る
。 

「
大
洲
秘
録
」
御
家
伝 

光
泰
貞
泰
軍
功 

貞
泰
（
２
７
頁
） 

 

貞
泰 光

泰
の
嫡
男 
初
作
十
郎 

後
従
五
位
下
に
叙
し 

左
エ
門
尉
に

任
じ
、
其
後
改
て
左
近
大
夫
将
監
に
任
ぜ
ら
る 

天
正
八
年
庚
辰
江
州

磯
野
村
ニ
生
る 

母
は
一
柳
藤
兵
衛
女
な
り 

･･･

其
説
詳
か
な
ら
す 

文
禄
三
年
甲
牛 

貞
泰
十
五
歳 

甲
州
よ
り
濃
州
黒
野
エ

所
替
え
四
万

石
を
領
す･･････ 

 

そ
の
４ 

ま
た
、
後
世
に
編
纂
の
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
七
百
七
十
四
（
寛

政
年
間
１
７
８
９
～
１
８
０
０
）

に
は
天
正
八
年
近
江
国
磯
野
村
に
生
る
。 

と
記
載
あ
り
、
加
藤
家
の
家
譜
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

         

（
二
）
近
江
高
島
説 

 

伊
予
史
談
会
双
書
の
第
七
集
「
大
洲
秘
録
」
は
、
大
洲
藩
士
人
見
栄

智
が
い
ち
お
う
元
文
五
年
（
１
７
４
０
）
に
書
き
写
し
、
安
政
六
年
（
１
８

５
９
）

に
城
戸
三
郎
右
衛
門
が
謄
写
し
た
も
の
で
、
栄
智
は
人
見
栄
将

の
養
子
と
な
り
、
第
四
代
藩
主
加
藤
泰
統
（
や
す
む
ね
）
及
び
次
の
泰
温
（
や

す
あ
つ
）

に
仕
え
た
。 

 「
大
洲
秘
録
」
の
御
系
図(

３
５
頁)

に
は
、 

 

加
藤
左
近
大
夫
貞
泰
公 

 

初
作
十
郎 

左
エ
門
尉 

 

濃
州
黒
野
城
主 

又
伯
州
米
子
城
主 

天
正
八
辰
年
江
州
高
島
ニ
テ
御
誕
生 

元
和
三
年
大
洲
城

ニ
御
移･･････ 

        

 

高島の位置図 

磯野の位置図 
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二
、
霊
牌
名
簿
か
ら
探
る
居
住
地 

 

「
紀
州
高
野
山
講
坊
伝
記
ノ
写
」 

加
藤
姓
御
代
々
霊
牌
之
名
簿 

并
因
由
略
記 

 

「
北
藤
録
」（
１
０
４
頁
～
１
０
７
頁
） 

 

 

高
野
山
講
坊
の
再
興
の
大
檀
主
で
あ
っ
た
と
い
う
加
藤
家
の
霊
牌

記
録
に
、
加
藤
景
泰
か
ら
貞
泰
に
至
る
家
史
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
関
係
分
を
抜
萃
。 

 

元
亀
元
庚
午
歳
（
１
５
７
０
）

十
二
月
十
五
日 

徳
苗
宗
善
居
士 

濃
州
岐
阜
橋
詰
加
藤
遠
江
守
光
泰
公
御
建
立
、
奉
レ

為
ニ

滋
父
一 

 右
は
、
光
泰
の
父
景
泰
の
没
年
月
日
と
戒
名
で
、
光
泰
が
岐
阜
橋
詰

に
在
住
の
時
に
建
立
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
信
長
が
岐
阜
に
在
城
し
、

光
泰
は
岐
阜
町
近
く
の
橋
詰
に
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
め
る
。 

 

慶
長
九
甲
辰
歳
（
１
６
０
４
）

五
月
二
日 

妙
金
禅
定
尼 

 

加
藤
左
衛
門
尉
貞
泰
公
御
室 

 
 

右
は
、
貞
泰
の
室
（
先
妻
）
の
没
年
月
日
と
戒
名
で
あ
る
。
年
号
と

左
衛
門
尉
の
名
か
ら
、
貞
泰
が
二
四
才
、
黒
野
城
に
在
城
し
て
い
る
時

に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。 

  

元
和
九
年
癸
亥
歳
（
１
６
２
３
）

五
月
廿
二
日 

 

英
叟
雄
公
大
居
士 

奉
レ

為
二

加
藤
左
近
大
夫
貞
泰
公
一

、
孝
子
五
郎
八
泰
興
御
建
立
。 

 
 
 

於
ニ

奥
院
一

御
石
塔
一
基
御
造
立 

高
一
丈
余
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

五
輪
塔 

金
欄
打
敷
并
幡
一
流
御
寄
付
。 

 

右
は
、
貞
泰
公
の
没
年
月
日
と
戒
名
。
貞
泰
の
嫡
男
五
郎
八
は
こ
の

時
、
元
服
前
の
十
二
才
。
こ
の
年
、
父
貞
泰
の
遺
領
大
洲
城
地
六
万
石

を
相
続
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
五
郎
八
は
父
貞
泰
公
を
顕
彰
す
る

た
め
に
石
塔
を
造
立
と
思
わ
れ
る
。 

高
さ
一
丈
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）
の
五
輪
塔
一
基
と
寄
附
品
目
二
点
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
石
塔
と
は
高
野
山
の
伊
予
大
洲
加
藤
家
墓
所
に
立
つ
五
輪
塔

の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
史
料
を
基
に
、
平
成
二
六
年
五
月
、
研
究
会
の
座
馬
氏
が
石
塔

を
確
認
中
に
貞
泰
の
生
国
地
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。 
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三
、
近
江
国
磯
野
村
を
調
査 

平
成
二
五
年
（
２
０
１
３
年
１
０
月
） 

 磯
野
村
は
、
滋
賀
県
長
浜
の
北
北
西
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
谷

城
か
ら
北
西
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
琵
琶
湖
か
ら
東
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
位
置
す
る
村
で
、
現
在
の
高
月
町
磯
野
で
あ
る
。 

滋
賀
県
の
教
育
委
員
会
に
問
合
せ
を
し
た
メ
ー
ル
情
報
を
以
下
に

記
す
。 

 

○ 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課 

城
郭
調
査
担
当
様 

「
近
江
国
磯
野
村
に
残
る
加
藤
氏
の
痕
跡
に
つ
い
て
」 

淡
海
の
城
友
の
会
会
報
で
お
世
話
に
な
っ
て
折
り
ま
す
。
い
つ
も
楽

し
く
見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

私
は
、
美
濃
国
黒
野
城
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
お
尋
ね
す
る
窓
口

が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
江
国
の
磯
野
村
に
つ
い
て
調
べ
て
い

ま
す
。 

秀
吉
が
長
浜
に
城
下
を
築
い
た
後
の
天
正
八
年(

一
五
八
〇
）

、
家
臣

に
加
藤
光
泰
が
お
り
、
光
泰
嫡
男
の
貞
泰
が
近
江
国
磯
野
村
で
生
ま
れ

た
と
加
藤
家
の
記
録
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
磯
野
村
に
は
そ
の
よ
う
な

痕
跡
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

加
藤
光
泰
は
、
甲
斐
国
二
十
四
万
石
国
主
の
と
き
文
禄
二
年(

一
五
九

三
）

文
禄
の
役
で
朝
鮮
で
死
去
し
、
四
ヶ
月
後
の
文
禄
三
年
、
嫡
男
の

貞
泰
（
幼
名
作
十
郎
）
が
十
四
歳
の
時
、
黒
野
四
万
石
に
転
封
し
黒
野

城
を
築
く
。
慶
長
十
五
年
米
子
城
に
六
万
石
で
転
封
。
元
和
三
年
大
洲

城
に
転
封
、
初
代
藩
主
に
な
り
元
和
九
年
（
１
６
２
３
）

江
戸
屋
敷
で
没

（
四
四
歳
）
。
大
洲
藩
は
明
治
維
新
ま
で
大
洲
藩
の
加
藤
氏
が
十
三
代

続
い
た
。 

 

以
上
が
加
藤
貞
泰
の
概
要
で
す
。
お
手
数
を
か
け
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会 

副
会
長 

 
 

河
口
耕
三 

  

●
ご
質
問
に
つ
き
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

加
藤
貞
泰
が
近
江
国
磯
野
村
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
江
戸

幕
府
が
編
纂
し
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
大
名
・
旗
本
に
家
の
由
緒

に
つ
い
て
提
出
さ
せ
た
も
の
を
編
纂
し
た
も
の
）
に
載
っ
て
い
ま
す
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
加
藤
光
泰
は
近
江
北
郡
の
う
ち
に
七
百
石
賜
り
、
と

し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
領
地
が
ど
こ
か
、
居
城
は
ど
こ
か
は
不
明
で

す
。
滋
賀
県
が
、
か
つ
て
実
施
し
た
中
近
世
城
館
分
布
調
査
で
、
磯
野

村
に
城
館
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
磯
野
山
城

と
い
う
山
城
で
、
磯
野
村
の
西
に
そ
び
え
る
山
上
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

伝
承
で
は
浅
井
氏
の
家
臣
磯
野
氏
（
後
に
信
長
に
寝
返
っ
た
磯
野
員

昌
の
一
族
）
の
居
城
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
に
残
る
遺
構
も
、
竪

堀
や
土
塁
・
堀
切
を
用
い
た
、
中
世
山
城
の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
長

浜
城
時
代
の
秀
吉
家
臣
の
居
城
と
し
て
は
、
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
も
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う
一
つ
は
磯
野
館
と
い
い
、
磯
野
の
集
落
内
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

ち
ら
に
つ
い
て
は
所
在
地
も
含
め
、
情
報
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
況

で
も
城
跡
の
痕
跡
は
皆
無
の
よ
う
で
す
し
、
城
主
に
つ
い
て
も
分
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
加
藤
氏
が
も
し
磯
野
村
に
居
館
を
定
め
た
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
可
能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
城
が
あ
っ
た
こ
と
す
ら
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
確
か
な
こ
と
は
何
も
い
え
ま
せ
ん
。 

と
り
あ
え
ず
、
こ
ち
ら
で
分
か
る
範
囲
の
こ
と
を
お
答
え
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
答
え
に
な
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
許
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
現
地
の
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
長
浜
市
の
方
が

詳
し
い
と
思
い
ま
す
。
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
お
問
い
合
わ
せ
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
（
城
郭
調
査
担
当
）

松
下 

浩   
 

    

○ 

長
浜
城
歴
史
博
物
館 

ご
担
当
様 

「
近
江
国
磯
野
村
に
残
る
加
藤
氏
の
痕
跡
に
つ
い
て
」 

初
め
て
メ
ー
ル
を
送
ら
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
松
下
浩
様
（
滋
賀
県
教

育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
）の
ご
紹
介
で
お
尋
ね
し
ま
す
。･･･

以
下
省
略
。 

● 

長
浜
城
歴
史
博
物
館
の
回
答 

 

「
近
江
国
磯
野
村
に
残
る
加
藤
氏
の
痕
跡
に
つ
い
て
」 

高
月
町
磯
野
の
郷
土
史
研
究
家
は
、
加
藤
光
泰
が
、
磯
野
村
で
領
地

を
も
ら
っ
た
史
料
は
、
以
前
か
ら
認
識
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
に
は
本
件
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
伝
承
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

加
藤
光
泰
は
、
秀
吉
家
臣
団
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
人
物
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
地
元
で
の
顕
彰
活
動
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。 

な
お
、
地
元
に
あ
る
城
郭
は
、
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
重
臣
・
磯
野
員 

昌
の
家
に
関
す
る
も
の
で
、
加
藤
家
と
は
無
縁
と
見
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

長
浜
城
主
秀
吉
の
家
臣
た
ち
は
、
長
浜
城
内
に
屋
敷
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
給
所
に
屋
敷
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
常
識
的
に
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

以
上
、
要
件
の
み
に
て
失
礼
し
ま
す
。 

長
浜
城
歴
史
博
物
館     

太
田
浩
司 
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四
、
高
野
山 

伊
予
大
洲
加
藤
家
墓
所
調
査
１ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平
成
二
七
年
（
２
０
１
５
）

一
月
二
四
日 

研
究
会
発
表
資
料 

研
究
会
員 

座
馬
秀
明
氏 

 

平
成
二
六
年
（
２
０
１
４
）

五
月
四
日
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
に

あ
る
真
言
宗
高
野
山
に
行
き
、
加
藤
家
墓
所
の
調
査
を
さ
れ
た
。 

奥
之
院
に
あ
る
弘
法
大
師
廟
所
ま
で
の
参
道
は
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
参
道
の
両
側
に
は
夥
し
い
数
の
石
塔
が
立
ち
並
び
、
そ
の
中
か
ら

加
藤
家
の
墓
所
を
探
す
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
幸
い
山
内
の
案
内
書
に

て
下
掲
の
地
図
を
見
つ
け
た
。
撮
影
の
許
可
を
得
て
写
真
に
収
め
、
こ

れ
を
頼
り
に
加
藤
家
墓
所
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

高
野
山
の
墓
石
調
査
を
行
っ
た
座
馬
氏
は
、
墓
石
が
３
９
０
年
を
経

て
お
り
、
文
字
全
て
の
視
覚
判
読
が
困
難
の
た
め
、
不
明
文
字
は
凹
文

字
書
体
を
指
で
な
ぞ
り
解
読
さ
れ
た
結
果
で
、「
岐
阜
橋
詰
」
に
は
大

変
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
目
視
や
指
の
検
証
で
は
不
明
瞭
の
為
、
第
三
者
に
て
再
度

調
査
し
、
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
し
た
。 
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五
、
高
野
山 

伊
予
大
洲
加
藤
家
墓
所
調
査
２ 

 平
成
二
九
年
（
２
０
１
７
）

七
月
五
日
、
高
野
山
の
加
藤
家
墓
所
に
研

究
会
の
四
名
に
て
岐
阜
か
ら
日
帰
り
の
調
査
に
入
る
。
雨
が
降
り
だ
し

午
後
か
ら
の
調
査
。
高
野
山
の
霊
木
コ
ウ
ヤ
マ
キ
を
お
供
え
し
、
墓
石

を
水
洗
。
拓
本
て
写
す
も
長
年
の
風
化
な
ど
で
文
字
周
囲
の
表
面
凹
凸

が
あ
り
読
み
取
れ
ず
、
目
視
と
写
真
撮
影
で
文
字
を
確
認
。
座
馬
氏
調

査
と
一
致
し
た
が
、
新
た
な
文
字
も
写
真
解
読
で
判
明
し
た
。 

 

  

  

  
 

   

     

   

生
國
濃
州
岐
阜
橋
詰
今
者 

与
刕
大
洲
為
加
藤
左
近
殿 

梵
字 

為
英
叟
雄
公
大
居
士
神
祇 

孝
子
加
藤
五
郎
八
造
立
之 

元
和
九
癸
亥
五
月
廿
二
日 

伊予大洲 加藤家墓所 
五輪塔スケッチ図 

高さ約３メートルで高野山伝

記写しの１丈とほぼ一致 

五輪塔 刻銘 

（正面にのみ刻銘あり） 

五輪塔の原文 
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刻
銘
解
釈 

生
国

し
ょ
う
ご
く

（
生
ま
れ
故
郷
）

は
濃
州
岐
阜
橋
詰
（
今
泉
村
内
）

今
者

い

ま

は 

与 予

刕 州

大
洲
加
藤
左
近
殿
（
大
洲
城
主
の
加
藤
左
近
大
夫
将
監
・
貞
泰
） 

英
叟

え
い
そ
う

雄 ゆ
う

公 こ
う

大
居
士

だ

い

こ

じ

神
祇

じ

ん

ぎ

（
加
藤
貞
泰
公
の
戒
名
に
続
い
て
神
祇
）

の
為
に 

孝
子
（
親
孝
行
の
子
供
の
こ
と
で
、
墓
碑
名
な
ど
に
子
が
自
分
の
名
の
上
に
付
け
る
語
） 

加
藤
五
郎
八
（
貞
泰
公
嫡
男
・
泰
興
公
の
幼
名
）

が
、
父
を
供
養
す
る
五
輪

塔
を
造
立

ぞ
う
り
ゅ
う 

元
和

げ

ん

な

九
年

癸
み
ず
の
と

亥 い

（
１
６
２
３
） 

五
月
二
十
二
日
（
貞
泰
公
没
年
月
日
） 

  

  

  

 

   

   

 

 

五
輪
塔
左
側
の
小
さ
い
墓
は
、
宝 

永
四
年
（
１
７
０
７
）

の
大
姉
と
童
子
の 

墓
。
左
側
は
、
天
和
二
年
（
１
６
８
２
） 

と
貞
享
二
年(

１
６
８
５
）

の
刻
銘
。 

全
三
基
が
並
ぶ
。 

調査者の筆者・郷孝夫氏・河島勝氏・高井勝氏 

生 

國 
濃 
州 

岐 

阜 

橋 

詰 

今 

者 

五輪塔前の 

華瓶 

 

月
光
院

げ
っ
こ
う
い
ん

殿 で
ん

御
華
瓶

ご
け
び
ょ
う 

加藤家墓所 

中の橋から奥の院へ向かう道 

中央奥が加藤家墓所 

大
洲
藩
主 

加
藤
家
御
墓
所 

標柱 
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六
、
貞
泰
生
誕
前
後
の
父
光
泰
動
向 

（「
北
籐
禄
」
他
よ
り
抜
萃
） 

 

光
泰
年
齢     

光
泰
、
始
め
斉
藤
竜
興
に
仕
え
る
。 

永
禄
七
年
（
１
５
６
４
）
二
七 

美
濃
三
人
衆
が
岐
阜
城
開
城
。 

こ
の
頃
か
、
信
長
よ
り
三
〇
〇
貫
、
秀
吉
に
従
う
。 

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
三
三 

越
前
朝
倉
攻
め
。
金
ヶ
崎
の
戦
に
与
力
。 

十
二
月
十
五
日
光
泰
父
の
景
泰
権
兵
衛
没 

戒
名
法
名
徳
苗
宗
善
居
士 

濃
州
岐
阜
橋
詰
の
光 

泰
が
高
野
山
に
建
立
。 

元
亀
二
年
（
１
５
７
１
）
三
四 

六
月
二
九
日
光
泰
母
没
。 

元
亀
三
年
（
１
５
７
２
）
三
五 

浅
井
、
朝
倉
の
支
城
横
山
の
砦
攻
略
の
功
で
同
国 

北
郡
の
内
磯
野
村
知
行
七
百
貫
、
与
力
士
十
余
人
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
正
元
年
（
１
５
７
３
）
三
六 

浅
井
長
政
の
小
谷
城
攻
め
。
桑
名
出
陣
。 

長
浜
新
城
の
普
請
に
関
わ
る
。 

天
正
二
年
（
１
５
７
４
）
三
七 

秀
吉
、
長
浜
城
入
城
。 

 

天
正
三
年
（
１
５
７
５
）
三
八 

光
泰
、
安
土
城
築
城
に
際
し
街
道
往
還
の
警
備 

奉
行
を
務
め
る
。 

 

天
正
四
年
（
１
５
７
６
）
三
九 

織
田
信
長
、
岐
阜
城
か
ら
安
土
城
に
居
館
移
す
。 

天
正
六
年
（
１
５
７
８
）
四
一 

三
木
城
攻
め
。
秀
吉
に
属
す
光
泰
は
播
州
在
番
。 

天
正
七
年
（
１
５
７
９
） 

四
二 

播
州
三
木
城
攻
め
、
丹
波
攻
め
、
福
知
山
討
入
り
。 

    

天
正
八
年
（
１
５
８
０
）   

四
三  

貞
泰
誕
生
。（
陰
暦
三
月
）
母
一
柳
藤
兵
衛
娘
。 

三
木
城
攻
略
の
功
で
秀
吉
か
ら
五
千
石
賜
る
。 

一
書
に
は
播
州
姫
路
の
城
在
番
で
一
万
石
。 

天
正
九
年
（
１
５
８
１
） 

 

四
四  

鳥
取
城
攻
め
に
参
加
。 

天
正
十
年
（
１
５
８
２
） 

 

四
五  

備
中
高
松
城
攻
め
。
本
能
寺
の
変
で
明
智
光
秀 

と
山
崎
合
戦
。 

丹
波
国
（
京
都
）
周
山
城
主
一
万
七
千
石
と
な 

り
初
め
て
城
持
ち
に
な
る
。 

天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
）
四
六  

賤
ヶ
岳
合
戦
、
高
島
郡
大
溝
城
主
、
江
州 

高
島
へ
所
替
え
二
万
石
。 

天
正
十
二
年
（
１
５
８
４
）
四
七 

 

犬
山
城
在
番
、
小
牧
山
合
戦
。
こ
の
年
、
貞
泰

弟
光
尚 

平
内
、
近
江
国
で
誕
生
。 

天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）
四
八 

大
垣
城
四
万
石
、
改
易
処
分
で
秀
長
に
預
け
ら 

れ
る
。 

以
下
省
略 

    

信長の岐阜城下に屋敷(推定) 

 

母は懐妊で岐阜屋敷（推定） 

)屋敷 

長浜から安土に屋敷(推定) 

城持ちで周山･高島に屋敷(推定) 大垣 

) 屋

敷 
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七
、
磯
野
に
て
生
誕
説
は
？ 

 

元
亀
三
年
（
１
５
７
２
）
、
浅
井
、
朝
倉
の
支
城
横
山
の
砦
攻
略
の
功 

で
恩
賞
と
し
て
同
国
北
郡
の
内
磯
野
村
知
行
七
百
貫
と
十
人
与
力
士

を
賜
る
。
天
正
二
年
（
１
５
７
４
）

秀
吉
が
長
浜
に
入
城
の
頃
、
光
泰
も

長
浜
の
城
下
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
年
後
の
天
正
四
年

（
１
５
７
６
）
、
信
長
が
岐
阜
城
か
ら
安
土
城
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
四
年

後
の
天
正
八
年
（
１
５
８
０
）

に
、
長
浜
か
ら
北
西
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
が
あ
る
磯
野
に
母
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。 

か
っ
て
、
磯
野
は
光
泰
の
采
地
で
あ
っ
た
が
、
住
ん
だ
痕
跡
や
貞
泰

の
生
誕
資
料
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

八
、
高
島
に
て
生
誕
説
は
？ 

光
泰
の
年
代
別
の
行
動
か
ら
見
る
と
、
貞
泰
公
が
生
ま
れ
た
天
正
八

年
（
一
五
八
〇
）

か
ら
三
年
後
に
光
泰
が
高
島
に
入
城
と
な
る
た
め
高
島

説
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。 

尚
、
貞
泰
の
弟
光
尚
平
内
は
、
天
正
十
二
年
（
１
５
８
４
）

近
江
で
誕

生
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
北
籐
禄
」（
２
４
０
頁
）
。 

 

地
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
前
年
に
光
泰
は
高
島
城
二
万
石
で
入

城
し
て
い
る
の
で
平
内
は
高
島
で
誕
生
し
た
可
能
生
も
あ
り
ま
す
。
高

島
説
は
弟
と
混
同
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

九
、
貞
泰
公
の
母
に
つ
い
て 

 

貞
泰
の
母
（
恵
照
院
）
の
祖
父
は
、
一
柳
宜
高
で
大
永
年
間
、
豫
州

か
ら
美
濃
の
厚
見
郡
今
泉
村
西
野
（
西
野
村 

村
高
十
石
余
の
田
地
を

賜
り
）
に
移
り
、
土
岐
頼
芸
に
属
し
姓
を
河
野
か
ら
一
柳
に
改
め
る
。 

厚
見
郡
西
野
村
に
住
み
、
方
県
郡
の
内
、
則
竹
村
、
厚
見
郡
の
日
野

村
、
今
泉
村
を
合
わ
せ
て
三
百
貫
の
地
を
領
す
。
宣
高
の
子
は
直
高
と

藤
兵
衛
。
貞
泰
の
母
は
藤
兵
衛
の
娘
で
、
母
の
兄
弟
可
遊
や
貞
泰
母
は

西
野
生
ま
れ
と
云
う
。
加
藤
家
と
は
姻
戚
関
係
が
非
常
に
深
い
。 

宣
高
は
、
頼
芸
が
斎
藤
道
三
と
の
戦
で
大
桑
退
去
後
、
一
族
は
西
野

か
ら
池
田
郡
（
現
揖
斐
郡
）
に
移
っ
て
い
る
。 

 

゠
一
柳
氏
系
図
゠ 

一
柳
宣
高 

 

直
高 

 
 

直
末 

美
濃
軽
海
城
主
五
万
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
盛 

伊
予
西
条
城
主
三
万
石 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女 

児
玉
太
郎
右
衛
門･

室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

女  

森
五
郎
兵
衛･

室 
 
 
 

 
 

加
藤
光
泰
養
子 

 
 
 

  
 

 
  

可
遊 

伊
勢
桑
名
城
主 

 
 

加
藤
信
濃
守
光
吉 

 

藤
兵
衛 

 
 
 

室
・
加
藤
光
泰
妹 

 
 
 
 
 

室･

加
藤
光
泰
長
女 

女  

加
藤
光
泰
・
室 

 
 
  
 

孫
右
衛
門 

加
藤
貞
泰
家
臣 

（
貞
泰
母･

恵
照
院
）         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

道
也 

加
藤
貞
泰
家
臣 
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尚
、
参
考
と
し
て
加
藤
光
泰
の
生
誕
地
は
二
説
あ
り
、
濃
州
多
芸
郡 

橋
爪
説
と
厚
見
郡
今
泉
村
橋
詰
説
が
あ
る
。
同
名
で
あ
る
の
で
混
乱
し

て
い
る
が
、
加
藤
家
で
は
厚
見
郡
の
橋
詰
を
記
載
。
美
濃
の
史
料
な
ど

に
は
多
芸
郡
の
橋
爪
を
記
し
て
い
る
。 

 

十
、
貞
泰
公
母
の
居
住
地
に
つ
い
て
考
察 

「
北
藤
禄
」
に
よ
る
と
、
光
泰
二
六
歳
の
永
禄
六
年
（
１
５
６
３
）

斉
藤
竜
興
に
仕
え
る
頃
、
又
は
永
禄
十
年
（
１
５
６
７
）
頃
、
光
泰
は
信

長
か
ら
三
〇
〇
貫
貰
い
秀
吉
の
家
臣
に
な
る
。
織
田
信
長
が
岐
阜
城
入

城
の
永
禄
十
年
前
後
か
ら
光
泰
は
、
岐
阜
町
の
南
に
位
置
す
る
今
泉
村

橋
詰
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

天
正
二
年
（
１
５
７
４
）
、
安
土
城
天
主
が
完
成
。
天
正
八
年
頃
は
、

父
光
泰
は
近
江
な
ど
各
地
を
転
戦
中
で
あ
る
。 

 

信
長
が
安
土
城
に
入
場
後
、
岐
阜
に
居
る
家
臣
の
家
族
ら
が
安
土
城

下
に
移
ろ
う
と
し
な
い
で
、
信
長
命
で
岐
阜
の
屋
敷
を
焼
き
払
い
安
土

に
来
さ
せ
た
と
云
う
話
が
あ
る
。
貞
泰
誕
生
二
年
後
の
天
正
十
年
（
１

５
８
２
）
に
本
能
寺
の
変
が
起
き
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
出
来
事
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
天
正
八
年
（
１
５
８
０
）

に
貞
泰
は
出
産
し
て
い
る
。 

天
正
十
年
、
周
山
城
主
一
万
七
千
石
と
な
り
光
泰
初
の
城
持
ち
ま
で

は
、
光
泰
は
各
地
の
戦
場
を
転
戦
し
て
お
り
、
妻
（
貞
泰
母
）
は
岐
阜

の
光
泰
屋
敷
で
生
活
し
て
い
た
、
或
い
は
出
産
で
帰
省
し
て
い
た
。 

母
の
西
野
の
実
家
は
既
に
無
く
、
西
野
と
橋
詰
は
約
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
と
直
ぐ
近
く
で
あ
る
。 

 十
一
、
生
誕
地
考
察 

◇
生
国
記
録
を
年
代
順
に
並
べ
る
◇ 

１
５
８
０ 

  

天
正
八
年 

 

貞
泰
誕
生 

１
６
２
３ 

  

元
和
九
年
五
月
二
十
二
日 

貞
泰
没 

四
四
歳 

１
６
２
４
頃 

 

元
和
十
年
頃 

貞
泰
嫡
男
五
郎
八
（
泰
興
） 

高
野
山
に
五
輪
塔
造
立 

「
生
國
濃
州
岐
阜
橋
詰
」
の
刻
銘 

１
７
４
０ 

  

元
文
元
年 

  

「
大
洲
秘
録
」
高
島
に
て
誕
生 

１
７
５
９ 

  

宝
暦
九
年 

  

「
北
藤
禄
」
磯
野
村
に
生
る 

 

貞
泰
公
の
生
誕
地
は
、
史
料
を
時
系
列
か
ら
見
る
と
、
生
誕
か
ら
最

も
近
い
史
料
は
五
輪
塔
の
刻
銘
で
あ
る
。貞
泰
の
嫡
男
五
郎
八
（
泰
興
）

が
、
貞
泰
死
去
後
に
遺
領
予
州
大
洲
藩
の
家
督
を
相
続
。
弟
の
直
泰
に

新
谷
藩
一
万
石
を
内
分
し
て
い
る
。
元
服
前
の
五
郎
八
は
高
野
山
に
父

を
想
い
五
輪
塔
を
造
立
。 

「
北
藤
録
」
の
編
集
完
了
は
宝
暦
九
年
（
１
７
５
９
）
で
元
和
九
年
（
１

６
２
３
）

の
貞
泰
没
後
か
ら
一
三
六
年
後
の
編
集
に
な
る
。 

前
記
の
「
高
野
山
講
坊
伝
記
ノ
写
」
に
は
、
生
国
の
記
載
が
無
い
た

め
、「
大
洲
秘
録
」「
北
籐
禄
」
編
纂
の
時
に
は
、
江
州
高
島
や
磯
野
に

て
御
誕
生
と
な
り
、
岐
阜
橋
詰
が
出
生
地
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
察
。 
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ど
ち
ら
を
信
頼
す
る
か
と
な
れ
ば
、
五
郎
八
が
建
立
し
た
「
生
國
濃

州
岐
阜
橋
詰
」
の
刻
銘
の
方
が
信
頼
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
も

嫡
男
が
建
立
し
て
い
る
第
一
級
の
一
次
史
料
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
の
調
査
・
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
生
誕
の
地
は
、「
濃
州
岐

阜
橋
詰
」
で
今
泉
村
の
内
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。 

 

十
二
、
岐
阜
今
泉
村
橋
詰
の
地
図 

 

「
日
本
地
名
大
辞
典
」 

今
泉
村
は
近
世
の
江
戸
時
代
～
明
治
三
十
年
の
村
名
。
美
濃
国
厚
見

郡
の
う
ち
。
は
じ
め
幕
府
領
大
久
保
石
見
守
支
配
、
元
和
五
年
よ
り
尾

張
藩
領
。
村
高
は
「
慶
長
郷
牒
」
一
〇
三
〇
石
余
、「
正
保
郷
帳
」「
天

保
郷
帳
」「
旧
公
旧
領
」
は
供
に
、
一
〇
四
〇
石
余
り
（
う
ち
田
方
四

石
余 

・
畑
方
一
〇
三
六
石
余
・
茶
年
貢
三
斗
余
・
野
年
貢
二
斗
）
当

村
の
布
屋
町
・
七
軒
町
・
太
田
町
は
岐
阜
町
よ
り
続
く
町
屋
で
あ
る
。

「
濃
州
徇
行
記
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
頃
の
戸
数
二
九
五
う
ち
縮
緬
織
屋

二
・
檜
笠
を
製
す
る
家
二
、
人
口
一
〇
一
四
、
馬
二
匹
。
ま
た
村
民
は

農
間
に
岐
阜
町
で
日
雇
稼
ぎ
を
し
た
。 

当
村
は
貞
享
三
年
三
月
の
大

火
で
岐
阜
町
と
と
も
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
神
社
に
一
柳

氏
産
土
神
の
八
梅
天
神
、
寺
に
天
台
宗
大
日
山
観
昌
院
美
江
寺
・
曹
洞

宗
実
徳
山
本
覺
寺
・
日
蓮
宗
三
融
山
円
経
寺
が
あ
る
。
美
江
寺
は
、
織

田
信
長
が
本
巣
郡
十
六
条
村
よ
り
岐
阜
の
繁
栄
策
と
し
て
本
尊
十
一

面
観
音
を
移
し
て
建
立
。 

 

                      

美江寺観音 

「橋ツメ」の 

地名と集落 

大門通 

 

美江寺

観音 

伊奈波神社 

東御坊

大門通 

 

美江寺

観音 

（現在の長良橋通）

り 

西野御坊 

一柳家屋敷跡 

 

美江寺観音 

「濃州岐阜絵図」部分 江戸時代後期 岐阜市歴史博物館蔵（陶玄亭コレクション） 

企画展図鑑「古地図にみる江戸時代の美濃」（岐阜市歴史博物館発行）より引用 
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橋詰はこの辺り（円内）

んない 

小熊村 

町屋敷・忠節村 
                       

 

             

  今泉村 「維新期所領区分図」部分 

「平成 25年 岐阜市歴史的風致維持向上計画」 

 図Ⅰ-22より引用 

・明治 24年地図上に明治維新期の今泉村村境線を記入 

 作成：研究会 篠田哲郎氏 

明治 24年岐阜地図（大日本帝国陸地測量部）    現在の岐阜市地図」@2017 Google 

ZENRIN  

   

ゼンリンより 

端詰町（はしづめちょう） 

近代 明治 42 年～現在の岐阜市の町名。 

もとは今泉のうち。字七軒町・字美江寺

町・字橋詰町･字鷹見の各一部。昭和 5 年

の戸数 93、人口 347、同 40年世帯数 90、

人口 384。 

 

現在の端詰町 

１番地～62番地のエリア 

（美江寺公園の南、岐阜市役所の北、岐阜

地方裁判所の東） 

橋詰はこの辺り（円内）

んない 

「今昔マップ」 より 

ゼンリ

ンより 
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■ 
引
用
文
献
及
び
御
協
力
者 

史
料
（
刊
本
） 

・「
北
籐
禄
」
伊
予
史
談
会
双
書
第
６
集 

・「
大
洲
秘
録
」
伊
予
史
談
会
双
書
第
７
集 

・「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
第
十
三 

 

・「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 
岐
阜
県
」 

書
籍
・
論
文･

古
書
等 

・「
大
洲
藩
主
加
藤
家
の
墓
所
」
大
洲
市
立
博
物
館
発
行 

・「
加
藤
光
泰
貞
泰
軍
功
記
他
（
語
釈
付
）」
郷
孝
夫
著 

・「
加
藤
姓
御
代
々
霊
牌
之
名
簿 

並
因
由
略
記
」「
北
藤
禄
」
よ
り
河
口
耕
三 

研
究
会
発
表
資
料
（
２
０
１
３･

７
） 

 

・「
高
野
山
加
藤
家
の
墓
所
」
座
馬
秀
明 

平
成
２
７
年
研
究
会
発
表
資
料 

・「
謎
の
武
将
一
柳
右
近
太
夫
可
遊
」
児
玉
和
男
著 

伊
予
史
談
会
３
０
９
号 

 

伊
予
大
洲
藩
一
柳
系
図 

 

絵
図
・
地
図 

・「
加
藤
貞
泰
肖
像
画
」
大
洲
龍
護
山
曹
渓
院
蔵 

・「
濃
州
岐
阜
絵
図
」
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
蔵 

企
画
展
図
鑑
「
古
地
図
に
み
る 

江
戸
時
代
の
美
濃
」（
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
発
行
） 

・「
岐
阜
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
「
図Ⅰ

・
２
２
維
新
期
所
領
区
分
図
」 

・「
今
昔
マ
ッ
プ
」
明
治
二
四
年
岐
阜
地
図
と
現
在
の
岐
阜
市
地
図
（@

2
01
7 
Go
og
le 

Z
E
NR
IN
 

） 

写
真 

・
高
野
山 

伊
予
大
洲
加
藤
家
墓
所 

御
協
力
者 

・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課 

松
下
浩
氏 

・
長
浜
歴
史
博
物
館 

太
田
弘
司
氏 

・
座
馬
秀
明
氏
・
郷
孝
夫
氏
・
篠
田
哲
郎
氏
・
高
井
勝
氏
・
河
島
勝
氏
（
以
上
黒
野

城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
） 

 

 

■
編
集
後
記 

戦
国
時
代
、
生
誕
地
が
不
明
の
武
将
は
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。 

岐
阜
で
生
ま
れ
た
貞
泰
は
、
父
光
泰
没
（
五
六
歳
）
後
、
光
泰
の
遺

言
を
も
と
に
秀
吉
の
命
で
大
幅
な
減
封
と
な
っ
た
が
、
甲
斐
国
か
ら
黒

野
城
主
四
万
石
で
美
濃
岐
阜
へ
里
帰
り
が
出
来
た
。そ
の
後
、米
子
城
、

大
洲
城
へ
と
移
り
江
戸
に
て
没
す
る
（
四
四
歳
）
。 

加
藤
貞
泰
公
の
生
誕
地
調
査
の
基
は
「
北
籐
禄
」
で
す
。
加
藤
家
の

詳
し
い
家
史
が
あ
っ
た
お
陰
で
深
く
調
査
・
研
究
が
出
来
ま
し
た
。 

生
ま
れ
た
故
郷
は
、
今
ま
で
定
説
で
あ
っ
た
近
江
磯
野
説
は
乏
し
く
、

濃
州
岐
阜
の
橋
詰
で
あ
る
と
確
信
を
し
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
関
係
各
位

の
皆
様
の
御
協
力
が
あ
っ
て
の
成
果
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
岐
阜
で
生
ま
れ
た
武
将
と
し
て
名
乗
り
を
挙
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
岐
阜
市
で
も
黒
野
で
も
郷
土
で
誕
生
し
た
武
将
と
し

て
、
誇
り
を
持
っ
て
顕
彰
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 
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加
藤
貞
泰
公
の
生
誕
地
調
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‖
新
史
料
で
定
説
を
覆
す
‖ 

『
生
国
は
濃
州
岐
阜
橋
詰
』 
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成
二
九
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０
１
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月
十
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